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新
年
の
ご
挨
拶

山
ノ
内
町
議
会
議
長

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
格

別
な
ご
支
援
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
て
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
も
コ
ロ
ナ
に
明
け
暮
れ
ま

し
た
が
政
府
が
途
中
か
ら
行
動
制
限
を

伴
わ
な
い
対
策
を
と
っ
た
こ
と
で
経
済

が
よ
う
や
く
回
り
は
じ
め
ま
し
た
。
２

月
に
は
湯
田
中
出
身
の
馬
場
直
人
選
手

が
堀
米
光
男
氏
以
来
20
年
ぶ
り
に
、
ス

キ
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
こ
と
は
、
大
変

明
る
い
話
題
で
し
た
。

　

２
月
24
日
に
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ

た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
が
あ
り
、
原
油
や
穀
物
価
格
の
高
騰

を
招
き
世
界
経
済
や
国
際
秩
序
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
一
刻
も
早
い

解
決
を
望
む
も
の
で
す
。

　

観
光
に
お
い
て
は
、「
め
ぐ
る
、
た

べ
る
、
つ
か
る
」
の
第
２
回
温
泉
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
好

評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
10
年

来
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
第
１
回
志
賀
高

原
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」
に
約
７
０
０
人
が

参
加
を
し
ま
し
た
。
サ
ン
バ
レ
ー
ス
キ

ー
場
か
ら
日
本
の
国
道
最
高
地
点
の
渋

峠
ま
で
の
山
岳
道
を
早
い
選
手
は
25
分

ほ
ど
で
駆
け
上
が
る
と
い
う
自
転
車
レ

ー
ス
で
す
が
、
来
年
は
さ
ら
に
大
勢
の

方
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
す
。

4
月
初
旬
に
は
県
議
会
議
員
選
挙
、
下

旬
に
は
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
町
議
選
で
は
直
近
2
度
の
無
投
票

選
が
続
い
て
お
り
、
前
回
は
定
数
割
れ

と
な
り
ま
し
た
。
是
非
と
も
大
勢
の
方

に
立
候
補
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
で
す
が
、
今
回
も
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
誌
上
開
催
と
い
た

し
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

結
び
に
、
令
和
5
年
が
皆
様
に
と
っ

て
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

髙髙  

山
　
祐

山
　
祐  
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第
６
回
定
例
会
は
11
月
30
日
に
招
集
さ
れ
、
12
月
16
日
ま
で
の
17
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
側
か
ら
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
・
廃
止
13

件
、
補
正
予
算
8
件
、
契
約
の
締
結
1
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の

と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

令和４年 第６回  定例会

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度

専
決  

補
正
予
算（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
９

７
０
万
円
を
追
加
し
予
算
総
額
を
85

億
４
１
０
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

国
庫
補
助
金　
１
億
２
５
９
１
万
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
　
３
４
７
８
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

原
油
高
騰
対
策　
　
８
９
２
０
万
円

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
７
１
５
０
万
円

生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
０
０
万
円

  

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９
６
３
７

万
円
を
追
加
し
予
算
総
額
を
86
億
４

２
５
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

地
方
特
例
交
付
金　
　
２
０
２
万
円

国
庫
支
出
金　
　
　
１
３
０
２
万
円

繰
越
金　
　
　
　
２
億
９
９
２
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

ふ
る
さ
と
寄
附
金
費

　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
１
０
万
円

道
路
改
良
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
５
３
万
円

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

原油価格高騰対策などを承認
２万円の燃料購入チケット配付



第６回定例会

25 令和5年1月 議会だより第132号

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
令
和
5
年

度
か
ら
段
階
的
に
65
歳
へ
定
年
引

上
げ
を
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で

す
。
ま
た
、
管
理
監
督
職
の
上
限

年
齢
を
60
歳
と
し
、
そ
れ
に
伴

い
、
役
職
定
年
に
よ
る
役
職
を
下

げ
る
、
い
わ
ゆ
る
降
任
す
る
際
の

細
か
い
条
項
を
定
め
た
り
、
特
例

を
定
め
た
り
し
て
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
定
年
後
再
任
用
さ
れ
た
職

員
は
、
再
任
用
し
て
採
用
で
き
る

こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
定
年

が
65
歳
と
な
る
こ
と
か
ら
60
歳
に

達
し
た
以
後
に
退
職
し
再
任
用
と

な
っ
た
場
合
は
、
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
と
新
た
に
定
義

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
60
歳
を
迎

え
る
該
当
者
へ
の
情
報
提
供
や
意

思
の
確
認
な
ど
に
つ
い
て
も
定
め

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
・
廃
止

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
・
廃
止

令
和
５
年
よ
り
段
階
的
に

　
　
　
　
　

職
員
の
定
年
を
65
歳
ま
で
引
上
げ

職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
定
年
引
上
げ
に
関
連
す

る
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
・
廃

止
は
次
の
と
お
り
。

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

・
職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

・
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
・
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

・
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　
国
の
上
位
法
が
統
合
さ
れ
た
た

め
に
、
国
の
法
律
で
見
れ
る
部
分

が
増
え
、
足
り
な
い
部
分
を
町
の

条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
こ

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

れ
ま
で
の
個
人
情
報
保
護
条
例
を

廃
止
し
、
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
を
し
て
、
新
た

に
法
律
施
行
条
例
を
制
定
し
た
も

の
で
す
。

　
昭
和
48
年
に
建
設
さ
れ
た
須
賀

川
の
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
が
、
平

成
28
年
の
公
共
施
設
の
総
合
管
理

計
画
の
中
で
、
15
％
の
削
減
目
標

の
一
つ
に
入
り
、
解
体
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
条
例
の
廃
止
で
す
。

　
農
村
の
生
活
改
善
や
経
済
力
向

上
な
ど
の
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
当
初
の
目
的
も
果
た

さ
れ
た
こ
と
、
す
が
か
わ
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
解

体
費
は
９
６
８
万
円
で
し
た
。

個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
条

例
の
制
定



論戦

ズバリズバリここが知りたいここが知りたい
新型コロナウイルス感染症対策、小学校統合や
学校教育、農業・観光振興、有害鳥獣対策など

① 布施谷裕泉
・人生100歳時代に際し、さらなる予防体制向上に向けて
・新型コロナ困窮者救済の実情は
・食の安心・安全について

②  白鳥　金次
・学校教育について

・町長４期目公約の総括について

③ 山本　岩雄
・小学校統合について　　・インフラ整備計画について
・新型コロナウイルス感染症対策について
・有害鳥獣対策について

④ 湯本るり子
・マイナンバーカードの町対応について
・都市計画マスタープラン改定について
・教育行政について

⑤ 小林　克彦
・危機的な人口減少について　　・農業の振興について
・観光の振興について　　　　　・コロナウイルス対応について
・安全保障からの食料自給率について

⑥ 渡辺　正男
・小学校１校統合は本当に必要か

・公共交通空白地域の住民の外出・移動支援にどう取り組むか

⑦ 徳竹　栄子
・インバウンドの取り組みについて

・食のおもてなしについて

⑧ 西　　宗亮
・いじめ、不登校問題等について

・水道料金の減免支援について

⑨ 塚田　一男
・有害鳥獣被害と捕獲獣の有効利用について
・けやき児童公園について
・金婚式について

12月５日から７日の３日間にわたり行われ、登壇議員は９人、傍聴者は延べ30人でした。

議会だより第132号令和5年1月 26

※�感染症拡大防止のため、議員・答弁者・傍聴人全員がマスクの着用・手洗い等を行い、議場内は演壇と質問席に仕切り板を設置し、開催
しました。休憩時には換気を行い、傍聴人数も15人までとさせていただきました。ご理解ご協力いただきありがとうございました。

一般質問

　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者1人の質問時間は25分です（答弁を含めて概ね1時間）。



　
　
　
　
　
　
　
　
　

一般質問

27 令和5年1月 議会だより第132号

生活困窮者のセーフティーネット強化の構想は
健康福祉課長―町社会福祉協議会を窓口にした国庫補助金の活用

 

困
窮
者
支
援
と
対
応

質
問　

令
和
４
年
９
月
30
日
で

終
了
し
た
特
例
貸
し
付
け
の

「
緊
急
小
口
資
金
」
お
よ
び

「
総
合
支
援
資
金
」
の
申
請
状

況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

「
緊
急
小
口

資
金
」
は
１
３
３
件
、
総
合
支

援
資
金
」
で
は
３
０
３
件
。

質
問　

そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
の
返

済
免
除
申
請
数
と
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長　

免
除
申
請
数

は
現
在
の
と
こ
ろ
67
件
。
対
応

と
し
て
は
県
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
借
り
受
け
者
全
員
に
通
知

し
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
と
個

別
に
相
談
し
て
い
る
。

質
問　

住
民
税
非
課
税
の
ほ
か

返
済
免
除
と
な
る
要
件
は
。

健
康
福
祉
課
長　

借
受
人
の
死

亡
や
失
踪
宣
告
、
自
己
破
産
の

場
合
な
ど
で
全
部
ま
た
は
一
部

を
免
除
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

質
問　

コ
ロ
ナ
後
の
現
象
と
し

て
企
業
倒
産
が
増
え
る
と
の
予

測
に
加
え
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る

さ
ら
な
る
生
活
環
境
の
悪
化
が

危
惧
さ
れ
る
。
経
済
的
困
窮
者

が
た
め
ら
わ
ず
に
生
活
保
護
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

は
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
考
え
る
。
生
活
保
護
受
給

に
お
い
て
例
外
的
な
措
置
が
認

め
ら
れ
て
い
る
が
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　

生
活
保
護
申

請
は
福
祉
事
務
所
の
所
管
に
な

る
の
で
当
町
と
し
て
把
握
し
て

い
な
い
。

 

医
療
費
の
適
正
化
お
よ
び 

 

予
防
体
制
構
築
に
向
け
て

質
問　

疾
病
別
死
因
の
上
位
と

医
療
費
に
占
め
る
割
合
は
。

健
康
福
祉
課
長　

死
因
別
で
は

上
位
か
ら
が
ん
で
25
％
、
心
疾

患
15
％
、
脳
血
管
疾
患
12
％
の

順
。
ま
た
国
保
医
療
費
に
占
め

る
割
合
の
上
位
か
ら
は
が
ん
35

％
、
筋
骨
格
16
％
、
精
神
疾
患

14
％
。

質
問　

死
因
別
で
も
医
療
費
割

合
で
も
ト
ッ
プ
は
が
ん
で
あ
り
、

そ
の
が
ん
に
お
け
る
死
亡
率
の

ト
ッ
プ
は
肺
が
ん
で
あ
る
こ
と

は
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
。
示

し
て
頂
い
た
デ
ー
タ
か
ら
も
肺

が
ん
予
防
と
し
て
の
胸
部
Ｃ
Ｔ

検
診
の
対
象
拡
大
は
大
き
な
意

義
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。
あ

ら
た
め
て
町
長
の
見
解
は
。

町
長　

産
業
振
興
あ
る
い
は
福

祉
や
教
育
の
充
実
、
安
心
・
安

全
な
町
づ
く
り
は
当
町
の
重
点

施
策
。
指
摘
を
踏
ま
え
精
一
杯

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

安
心
・
安
全
な 

 

食
の
推
進
に
つ
い
て

質
問　

一
部
の
企
業
が
ゲ
ノ
ム

編
集
さ
れ
た
ト
マ
ト
苗
を
全
国

の
福
祉
施
設
や
小
学
校
に
配
布

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
当
町
と
し
て
の
対
応
は
。

教
育
長　

現
在
の
と
こ
ろ
教
育

委
員
会
や
各
学
校
に
連
絡
や
通

知
が
な
い
の
で
対
応
は
考
え
て

い
な
い
。

質
問　

ゲ
ノ
ム
編
集
に
つ
い
て

は
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
。
リ

ス
ク
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
に

対
し
て
は
距
離
を
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

教
育
長　

安
全
性
に
疑
問
の
あ

る
も
の
に
は
一
線
を
画
す
。

※

※ゲノム編集：ゲノム
ＤＮＡ上の特定の場所
を切断することで起き
る突然変異を利用して、
目的にあった性質を持
つ生物を作り出す技術。
なおゲノムとは生物の
細胞内にあるＤＮＡ、
およびそこに書き込ま
れた遺伝情報の全体を
意味する。

布
ふ

施
せ

谷
や

 裕
ひ ろ

泉
み

布施谷裕泉のつぶやき

質
問

健
康
福
祉
課
長

町
長

「生活困窮」年末に焦点を当てられること
が多いが、コロナ禍では日常的な課題に。

（12/30付「信濃毎日新聞」）

子ども支援ＮＰＯ代表
のつぶやき「私達の
活動の先に見据える
のは解散」
重い言葉です。しっか
り嚙みしめないと

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

教
育
長

教
育
長

健
康
福
祉
課
長



一般質問

小
学
校
１
校
統
合
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
進
捗
状
況
は

町
長
―
整
備
計
画
の
策
定
・
統
合
準
備
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
す
す
め
て
い
る

質
問　

目
指
す
学
校
の
姿
、
目

指
す
子
ど
も
の
姿
、
ソ
フ
ト
面

に
つ
い
て
明
確
に
し
て
、
学
校

全
体
の
環
境
、
ハ
ー
ド
面
を
ど

の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

ソ
フ
ト
の
部
分
と
ハ

ー
ド
の
部
分
を
一
緒
に
す
す
め

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
、
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
夢
と
希
望
の
あ
る
小
学

校
と
し
て
統
合
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
小
学

校
の
統
合
の
あ
り
方
も
教
育
委

員
会
で
基
礎
的
な
案
を
作
り
、

準
備
委
員
会
に
示
し
、
協
議
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
会
議
の
中
で
希
望
等

も
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、
ど

の
く
ら
い
ハ
ー
ド
面
に
反
映
で

き
る
の
か
に
つ
い
て
早
く
か
ら

支
援
業
者
に
入
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
協
議
の

運
営
が
す
す
ん
で
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

 

教
育
目
標
と
学
校 

 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン 

 

の
作
成
を

質
問　

１
校
に
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
す
ん
で
い
る
の
で
、
教

育
目
標
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
早
目
に
協
議
を
し
て
、

そ
れ
を
整
備
し
て
い
く
と
い
う

方
法
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る

が
。

教
育
長　

統
合
準
備
委
員
会
を
、

12
月
中
に
立
ち
上
げ
る
予
定
。

各
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
者
、

保
育
園
の
代
表
、
小
学
校
の
校

長
等
も
参
画
し
、
区
長
、
主
任

児
童
委
員
に
も
入
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
は
検
討
を
早
目
に
す
す
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

統
合
推
進
係
の
設
置
は

質
問　

タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い

る
。
小
学
校
１
校
統
合
推
進
係

を
設
置
し
す
す
ん
で
い
く
の
が

ベ
タ
ー
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

来
年
度
以
降
の
体
制

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

良
い
か
考
え
て
い
る
。
ま
た
町

長
部
局
と
相
談
し
な
が
ら
す
す

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

中
学
校
の
部
活
動 

 

改
革
へ
の
支
援
は

質
問　

学
校
の
働
き
方
改
革
を

踏
ま
え
て
、
休
日
の
部
活
動
を

段
階
的
に
地
域
に
移
行
し
て
い

く
中
で
、
人
材
支
援
と
金
銭
的

な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。
ふ

る
さ
と
納
税
の
「
夢
・
ワ
ン
パ

ク
こ
ど
も
応
援
貨 

（
子
育
て
・

教
育
）」
を
活
用
で
き
る
方
法

は
と
れ
な
い
か
。

教
育
長　

活
用
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
と
確
認
を
し
て
い
き
た

い
。

議会だより第132号令和5年1月 28

質
問

中学校敷地内に統合小学校を建設予定

白
し ろ と り

鳥 金
き ん

次
じ

白鳥金次のつぶやき

初夢
一富士二鷹三茄子
四扇五煙草六座頭

　　富士「無事」
　　鷹　 「高い」　
　　茄子「成す」
　　扇「末広がる」
煙草「運気が上がる」

・・・・・

※学校グランドデザイ
ン：新学習指導要領に
示されたカリキュラ
ム・マネジメントの考
えのもと、生徒や保護
者・地域の願いや期待
を踏まえ、各学校が自
校の目指す学校像や育
成したい生徒像を描き、
その実現をはかるため、
学校教育全体の中でど
のような方策を考え、
組織的に取り組んでい
くかを示した基本構想。

※

質
問

質
問

質
問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長



一般質問

29 令和5年1月 議会だより第132号

 

有
害
鳥
獣
対
策

質
問　

有
害
鳥
獣
対
策
の
進
捗

状
況
は
。

農
林
課
長　

捕
獲
状
況
は
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
31
頭
、
サ
ル
９
頭
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
13
頭
、
イ
ノ
シ
シ

21
頭
。
電
気
柵
補
助
は
、
個
人

で
21
件
、
２
６
２
万
円
。
集
団

で
７
件
。
原
材
料
支
給
は
７
団

体
、
94
万
円
。
維
持
管
理
補
助

は
８
団
体
57
万
円
。

　

集
団
電
柵
の
新
設
は
須
賀
川

地
区
で
延
長
2.4
㎞
、
事
業
費
１

５
４
万
円
、
上
条
地
区
の
恒
久

電
柵
へ
の
更
新
は
1.8
㎞
、
事
業

費
１
１
６
０
万
円
。
町
内
定
期

パ
ト
ロ
ー
ル
は
６
月
20
日
～
11

月
14
日
ま
で
の
平
日
午
前
午
後

各
２
時
間
で
１
０
２
日
間
実
施
。

今
後
、
角
間
・
菅
・
寒
沢
地
区

の
サ
ル
の
集
団
捕
獲
の
た
め
の

事
前
調
査
を
３
月
ま
で
に
行
う

予
定
。

質
問　

シ
カ
の
捕
獲
頭
数
と
捕

獲
場
所
は
。

農
林
課
長　

金
倉
・
戸
狩
・
菅

で
各
３
頭
、
寒
沢
２
頭
、
佐
野
・

苗
間
地
区
で
各
１
頭
。

質
問　

里
山
整
備
計
画
は

農
林
課
長　

農
業
委
員
会
に
よ

る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
例
年
８

月
か
ら
１
か
月
間
に
町
内
全
農

地
の
遊
休
農
地
の
発
生
状
況
を

調
査
。
地
域
計
画
で
は
、
優
良

農
地
の
確
保
や
緩
衝
地
域
の
管

理
な
ど
10
年
後
の
農
地
利
用
を

目
標
地
図
と
し
て
作
成
し
、
問

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

 

小
学
校
１
校
統
合

質
問　

統
合
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ

ル
は
。

教
育
長　

今
年
度
の
統
合
準
備

委
員
会
内
に
設
置
す
る
専
門
部

会
に
よ
り
来
年
度
か
ら
課
題
の

検
討
お
よ
び
調
整
を
し
て
い
く
。

質
問　

統
合
後
の
課
題
は
。

教
育
長　

既
統
合
の
近
隣
市
町

村
か
ら
情
報
を
得
て
、
統
合
準

備
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

 

イ
ン
フ
ラ
整
備

質
問　

橋
梁
整
備
の
進
捗
状
況

は
。

建
設
水
道
課
長　

平
成
25
年
度

の
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計

画
に
基
づ
き
長
寿
命
化
修
繕
計

画
を
定
め
、
順
次
修
繕
工
事
を

行
っ
て
い
る
。
３
年
度
末
で
の

整
備
進
捗
率
は
60
％
。

質
問　

上
水
道
の
整
備
計
画
は
。

建
設
水
道
課
長　

３
年
度
の
水

道
事
業
整
備
計
画
に
よ
る
結
果

か
ら
は
町
内
水
道
施
設
の
老
朽

化
は
す
す
ん
で
い
る
。
特
に
原

水
の
取
水
に
は
多
く
の
問
題
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン 

 

接
種
状
況

質
問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

従
来
株
の
接

種
状
況
は
、
１
・
２
回
の
初
回

接
種
率
は
89
・
８
％
、
追
加
接

種
は
78
・
８
％
。
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
12

歳
以
上
で
47
％
、
12
月
か
ら
は

生
後
６
か
月
か
ら
４
歳
ま
で
の

接
種
を
開
始
す
る
。

質
問　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
。

健
康
福
祉
課
長　

希
望
す
る
対

象
者
が
接
種
で
き
る
よ
う
に
集

団
接
種
で
対
応
し
て
い
く
。

シカ害が及ぼす環境破壊への対応は
健康福祉課長―いずれは人間と生物が共存できる環境対策は必要

南アルプスの高山植物
が激減という新聞報道
　シカ害だ・・・

シカによる樹皮はぎ取りの被害状況（金倉地区）
樹幹を一周はぎ取られると樹木は枯れてしまう

質
問

農
林
課
長

教
育
長

山
や ま も と

本 岩
い わ

雄
お

山本岩雄のつぶやき

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

農
林
課
長

農
林
課
長

教
育
長

建
設
水
道
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

建
設
水
道
課
長

志賀高原が二の舞に
ならないように願う



一般質問

統
合
小
学
校
整
備
計
画
を
公
募
に
し
た
経
緯
は

質
問　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

し
た
目
的
は
何
か
。

教
育
長　

地
域
の
特
性
や
計
画

地
と
そ
の
周
辺
固
有
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
、
施
設
整
備
に
係
る

町
民
や
関
係
者
な
ど
の
意
見
や

要
望
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、

計
画
か
ら
設
計
ま
で
を
継
続
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
最
も

適
し
た
支
援
業
者
を
選
考
す
る

た
め
。

質
問　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
対
す

る
質
問
お
よ
び
回
答
の
中
で

「
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
」

と
あ
る
が
。

教
育
次
長　

建
設
当
時
は
１
日

３
０
０
０
食
、
現
在
７
０
０
食
。

規
模
を
縮
小
し
、
提
案
い
た
だ

い
た
。

質
問　

事
業
費
は
10
億
円
と
聞

い
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
ど

の
く
ら
い
と
予
定
し
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

概
算
事
業
費
は
、

早
く
出
し
た
い
が
、
現
状
で
は

実
施
計
画
で
も
20
億
円
。

質
問　

プ
ー
ル
は
い
ら
な
い
の

か
。
作
ら
な
い
計
画
な
の
か
。

町
民
合
意
は
得
ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

そ
れ
も
課
題
と
考

え
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
た
い
。

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
話

し
合
い
が
な
い
中
で
、
こ
の
大

事
業
を
一
方
的
に
す
す
め
る
の

は
問
題
。
今
更
と
言
わ
れ
て
も
、

西
小
と
南
小
の
二
校
使
用
案
も

つ
く
り
、
利
点
・
欠
点
・
費
用

対
効
果
を
比
較
検
討
し
、
住
民

投
票
を
行
っ
て
も
い
い
と
思
う

が
。

教
育
長　

２
校
案
を
検
討
す
る

予
定
は
な
い
。

 

給
食
費
無
償
化
を

質
問　

全
国
２
５
６
自
治
体
に

広
が
っ
た
学
校
給
食
費
無
償
化

の
検
討
を
。　

教
育
長　

無
償
化
で
な
く
、
学

校
給
食
協
議
会
へ
の
補
助
を
で

き
る
範
囲
で
し
た
い
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

 

カ
ー
ド
の
対
応
は

質
問　

申
請
取
得
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

10
月
31
日
現

在
、
申
請
件
数
５
５
３
８
件
、

申
請
率
47
・
４
％
、
交
付
件
数

４
２
４
６
件
、交
付
率
36
・
４
％
。

質
問　

健
康
保
険
証
と
運
転
免

許
証
と
の
一
体
化
、
強
制
は
問

題
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

取
得
は
任
意
で
あ
る
。

強
制
的
に
推
し
す
す
め
る
と
い

う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

質
問　

町
民
に
正
確
な
情
報
を

伝
え
、
選
択
を
尊
重
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

健
康
福
祉
課
長　

法
律
に
基
づ

い
て
窓
口
事
務
を
行
っ
て
お
り

国
の
方
針
で
順
次
す
す
め
た
い
。

 

都
市
計
画 

 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

 

改
定
の
地
区
別 

 

懇
談
会
は

建
設
水
道
課
長　

9
月
に
町
内

５
か
所
で
行
い
、
38
人
に
出
席

を
い
た
だ
い
た
。

質
問　

関
心
が
薄
い
の
で
は
な

い
か
。
安
代
坂
が
い
ま
だ
に
一

方
通
行
の
ま
ま
だ
。
都
市
計
画

街
路
の
見
直
し
は
、
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
き
た
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

平
成
21
年
度

に
策
定
し
た
見
直
し
案
で
は
全

く
用
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と

で
県
に
却
下
さ
れ
た
。
今
回
こ

の
計
画
を
作
っ
た
上
で
、
個
別

検
討
し
県
の
審
議
会
に
は
か
っ

て
い
き
た
い
。

教
育
次
長
―
業
者
選
定
委
員
会
で
了
解
を
得
て
す
す
め
て
き
た

統合小学校建設予定地（中央奥が給食センター）

質
問

議会だより第132号令和5年1月 30

※プロポーザル方式：
主に業務の委託先や建
築物の設計者を選定す
る際に、複数の者に目
的物に対する企画を提
案してもらい、その中
から優れた提案を行っ
た者を選定すること。
事業提案方式。

質
問

教
育
長

教
育
次
長

湯本るり子のつぶやき

湯
ゆ も と

本るり子
こ

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問 航空宇宙自衛隊…

何だかきな臭く感
じてしまう。平和
な社会にしたい

教
育
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
長

町
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

建
設
水
道
課
長

建
設
水
道
課
長

※



一般質問

質
問　

減
少
が
止
ま
ら
な
い
原

因
は
何
か
。

総
務
課
著　

出
生
と
死
亡
の
推

移
を
示
す
自
然
増
減
と
転
入
転

出
の
推
移
を
示
す
社
会
増
減
を

見
る
と
、
人
口
は
低
下
傾
向
で

あ
る
。
結
婚
適
齢
期
の
20
代
30

代
の
転
出
が
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
事
が
出
生
率
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

合
計
特
殊
出
生
率
は
改

善
さ
れ
て
い
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
出
生
数
の
増
加
は
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
相
対
と
し

て
算
出
の
分
母
の
減
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
。

総
務
課
長　

転
出
者
が
近
隣
市

町
村
を
選
択
し
て
い
る
方
が
多

い
こ
と
を
考
慮
し
、
令
和
５
年

度
か
ら
団
地
造
成
、
ア
パ
ー
ト

建
築
に
対
す
る
補
助
事
業
を
計

画
し
て
い
る
。

質
問　

産
み
育
て
る
支
援
は
か

な
り
充
実
し
て
き
て
い
る
と
思

う
が
、
結
婚
支
援
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　

婚
活
応
援
事

業
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
い
る
が
、
昨
年
か
ら
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
力
を

借
り
て
積
極
的
な
ア
イ
デ
ア
の

事
業
を
す
す
め
る
体
制
に
つ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
結
婚
さ
れ

た
若
い
方
へ
は
、
引
っ
越
し
費

用
や
家
賃
補
助
の
増
額
を
計
画

し
て
い
る
。

質
問　

未
婚
者
の
う
ち
結
婚
を

希
望
し
て
い
る
人
は
少
な
く
な

い
。
出
会
い
が
な
い
、
適
当
な

相
手
に
会
え
な
い
、
と
い
う
回

答
が
多
い
な
か
で
、
婚
活
に
も

う
疲
れ
た
、
と
い
う
切
実
な
回

答
も
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
後
の
フ

ォ
ロ
ー
等
に
よ
り
、
最
後
ま
で

親
身
な
対
応
の
で
き
る
体
制
は

整
え
ら
れ
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

そ
の
よ
う
な

こ
と
に
取
り
組
め
る
か
ど
う
か

研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

人
口
問
題
と
は
別
に
結

婚
は
人
の
一
生
、
人
生
に
か
か

わ
る
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
一

人
で
も
多
く
の
方
の
幸
せ
な
結

婚
を
実
現
す
る
姿
勢
を
。

 

農
業
振
興
は

質
問　

今
後
の
農
業
振
興
に
お

け
る
懸
念
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

労
働
力
不
足
と
考
え
る
が
。

農
林
課
長　

労
働
力
不
足
は
品

質
に
も
影
響
が
あ
る
。
す
で
に

繁
忙
期
は
慢
性
的
な
労
働
力
不

足
で
あ
り
、
1
日
農
業
バ
イ
ト

の
利
用
に
よ
り
人
材
育
成
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
広
範

囲
に
わ
た
る
が
。

農
林
課
長　

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て

新
植
・
改
植
な
ど
先
を
見
越
し

た
品
種
を
す
す
め
て
い
る
。

 

観
光
振
興
は

質
問　

発
表
観
光
客
数
は
施
策

立
案
に
反
映
可
能
か
。

観
光
商
工
課
長　

統
計
は
実
数

に
よ
り
近
い
も
の
を
把
握
し
た

い
が
、
関
係
者
に
お
願
い
し
て

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
る
状
況

で
あ
り
、
今
後
の
課
題
。

危機的人口減少をいかに止めるか
町長―第６次総合計画を実現するため、必要な施策を実施する

質
問

質
問

質
問

31 令和5年1月 議会だより第132号

湯
田
中
駅
の
駅
員

不
在
時
の
対
応
は

小林克彦のつぶやき

小
こ ば や し

林 克
か つ ひ こ

彦

総
務
課
長

観
光
商
工
課
長

総
務
課
長

質
問

近隣国のコロナ感染
の拡大は新変異株に
つながらないか心配

質
問

質
問

質
問

質
問

農
林
課
長

農
林
課
長

健
康
福
祉
課
長

年 総人口 死亡数 出生数 転入出差 婚姻数
H11 16,522 147 111 △ 170 ―
20 14,577 178 70 △ 122 46
21 14,474 185 67 △ 85 66
22 14,059 200 70 △ 185 55
23 13,846 205 61 △ 69 46
24 13,742 200 53 △ 43 48
25 13,456 206 71 △ 63 45
26 13,298 194 57 △ 22 57
27 13,117 181 69 △ 40 31
28 12,861 198 45 △ 56 44
29 12,589 185 54 △ 52 39
30 12,277 221 57 △ 72 43
R1 12,013 190 44 △ 236 41
2 12,148 191 47 △ 132 38
3 11,470 224 42 △ 100 25

健
康
福
祉
課
長

山ノ内町人口動態 単位：人

※

※合計特殊出生率：
15 ～ 49 歳までの
女性の年齢別出生率
を合計したもの。



一般質問

 

小
学
校
統
合
計
画 

 

の
進
め
方
は

町
長　

未
来
あ
る
子
ど
も
ら
の

教
育
環
境
整
備
は
行
政
の
責
務
。

少
子
化
の
実
態
か
ら
統
合
は
必

要
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
を
中

心
に
学
校
関
係
者
な
ど
と
十
分

協
議
し
、
す
す
め
て
い
る
。

質
問　

中
学
校
敷
地
の
手
狭
さ

は
解
消
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
て

決
定
し
た
専
門
家
に
参
画
い
た

だ
き
、 

統
合
準
備
委
員
会
等
で

検
討
し
て
い
く
。

 

他
自
治
体
の 

 

取
り
組
み
は

教
育
次
長　

飯
山
市
で
も
、
城

北
中
学
校
区
の
小
学
校
統
合
と

い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
、
基
本

計
画
を
作
り
、
本
年
度
か
ら
統

合
準
備
委
員
会
で
本
格
的
な
準

木島線や屋代線も
走 っ た 長 電 3500
系（元日比谷線車両）
が、30 年の歴史に
幕を閉じた。お疲れ
さまでした

小
学
校
1
校
統
合
は
本
当
に
必
要
か

町
長
―
統
合
は
必
要
で
あ
り
、
教
育
環
境
整
備
は
行
政
の
責
務

備
を
す
す
め
て
い
る
。
現
場
も

見
せ
て
い
た
だ
き
、
今
も
情
報

交
換
は
し
て
い
る
。

質
問　

４
小
学
校
の
統
合
で
７

年
度
開
校
を
目
指
し
て
い
る
。

用
地
は
城
北
中
に
隣
接
の
旧
照

丘
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
で
、

敷
地
は
十
分
に
あ
る
。
２
５
３

人
の
児
童
の
通
学
距
離
は
４
㎞

以
内
に
ほ
と
ん
ど
が
入
る
。
こ

の
統
合
に
つ
い
て
は
合
理
性
が

あ
る
。
そ
れ
と
比
較
し
て
町
の

計
画
は
、
無
理
が
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。
数
年
前
の
基
礎
調
査

で
は
、
手
狭
で
断
念
し
た
。
今

回
の
計
画
は
ど
こ
が
違
う
の
か
。

教
育
次
長　

統
合
準
備
委
員
会

等
で
検
討
い
た
だ
く
中
で
、
課

題
等
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
。

質
問　

来
春
開
校
す
る
佐
久
市

の
臼
田
小
学
校
は
旧
臼
田
町
の

４
小
学
校
の
統
合
で
、
敷
地
面

積
は
２
万
５
９
０
０
㎡
、
延
床

面
積
は
１
万
㎡
を
超
え
る
。
一

方
で
、
町
が
今
回
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
か
け
た
中
学
校
敷
地
内
の

用
地
は
、
プ
ー
ル
と
格
技
室
周

辺
部
分
で
敷
地
面
積
５
０
０
０

㎡
、
延
床
面
積
も
５
０
０
０
㎡

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
臼
田
小

学
校
と
比
べ
る
と
、
敷
地
面
積

は
５
分
の
１
、
延
床
面
積
は
半

分
以
下
。
し
か
も
グ
ラ
ン
ド
は

小
中
共
用
で
プ
ー
ル
も
格
技
室

も
な
い
。
そ
ん
な
学
校
に
し
て
、

教
育
環
境
が
良
く
な
る
の
か
。

教
育
長　

統
合
で
人
間
関
係
の

固
定
化
を
防
ぐ
、
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
等
も
そ
こ
で
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
学
級
同
士
の
切

磋
琢
磨
す
る
環
境
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

参
加
し
た
４
業
者
と
も
、
給
食

セ
ン
タ
ー
が
移
動
で
き
れ
ば
、

広
さ
的
に
は
そ
ん
な
に
問
題
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

質
問　

現
状
の
小
中
学
校
の
総

敷
地
面
積
は
、
４
校
合
計
で
約

10
万
㎡
、
延
床
面
積
は
2
万
７

４
６
１
㎡
あ
る
が
、
小
学
校
統

合
後
は
、
敷
地
面
積
は
約
2
万

９
０
０
０
㎡
、
延
床
面
積
は
約

1
万
３
０
０
０
㎡
に
減
る
。
本

当
に
広
さ
に
問
題
は
な
い
か
。

教
育
長　

工
夫
す
れ
ば
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

 

ま
だ
残
る
多
額
な 

 

起
債
（
借
金
）

質
問　

小
中
学
校
・
給
食
セ
ン

タ
ー
に
係
る
起
債
残
高
は
。

教
育
長　

３
年
度
末
で
は
、
小

学
校
で
２
億
７
４
７
８
万
円
、

中
学
校
で
８
億
９
１
９
０
万

円
、 

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
１
億

９
７
５
３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

統合小学校建設予定地は白線内（給食センター含む）
の約6490㎡（町プロポーザル資料に白線を加筆）

質
問

議会だより第132号令和5年1月 32

質
問

質
問

質
問

町
長

教
育
長

渡辺正男のつぶやき

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

教
育
長

教
育
長

質
問

教
育
長

教
育
次
長

教
育
次
長



一般質問

町
長　

観
光
庁
の
「
国
際
競
争

力
の
高
い
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
形

成
促
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た

志
賀
高
原
の
あ
る
町
に
同
行
い

た
だ
き
た
い
と
県
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
。
知
事
か
ら
具
体
的
に

志
賀
高
原
は
白
馬
、
野
沢
よ
り

も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
少
な
い

と
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら

志
賀
高
原
観
光
協
会
に
要
請
し

た
。
町
か
ら
３
人
、
志
賀
高
原

か
ら
３
人
の
計
６
人
が
同
行
し

た
。

質
問　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
参

加
は
各
市
町
村
に
対
し
応
募
式

で
募
っ
た
と
聞
い
た
。
当
町
か

ら
は
観
光
連
盟
か
ら
人
選
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

観
光
商
工
課
長　

各
市
町
村
に

照
会
し
た
中
で
観
光
庁
事
業
に

選
ば
れ
た
山
ノ
内
町
、野
沢
温

泉
村
、白
馬
村
、茅
野
市
に
は
県

か
ら
口
頭
で
直
接
要
請
い
た
だ

い
た
。町
で
は
志
賀
高
原
観
光

協
会
が
採
択
さ
れ
て
い
る
の
で

同
行
を
要
請
し
た
。

質
問　

３
観
光
地
は
観
光
連
盟

を
中
心
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘

致
を
し
て
い
る
。
町
長
・
課
長

も
観
光
施
策
、
提
言
、
要
望
は

観
光
連
盟
を
通
じ
て
す
べ
て
検

討
・
決
定
す
る
と
な
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
。

反
問

観
光
商
工
課
長　

北
志
賀
高
原

で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ

体
制
が
整
っ
て
い
る
か
が
非
常

に
重
要
な
こ
と
。
英
語
で
の
電

話
対
応
や
英
語
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
用
意
さ
れ
て
い
る
の
か
。

反
問
に
対
す
る
答
弁　

そ
こ
ま

で
の
対
応
は
で
き
て
い
な
い
。

私
は
今
協
会
長
の
立
場
で
は
な

く
、
議
員
と
し
て
今
回
の
豪
州

訪
問
に
は
様
々
な
分
野
で
ど
ん

な
課
題
が
あ
る
か
、
ど
ん
な
こ

と
が
要
望
さ
れ
る
の
か
な
ど
知

る
こ
と
が
勉
強
に
な
る
と
思
っ

た
か
ら
だ
。
町
長
が
言
う
よ
う

に
気
配
り
、
目
配
り
、
心
配
り
、

そ
う
い
っ
た
気
持
ち
で
３
観
光

地
の
人
た
ち
に
も
勉
強
さ
せ
た

い
と
い
う
思
い
が
な
か
っ
た
の

か
と
い
う
こ
と
だ
。

質
問　

当
町
の
観
光
再
生
の
第

一
の
課
題
は
、
行
政
と
３
観
光

地
が
一
枚
岩
で
取
り
組
む
こ
と

で
あ
る
。「
自
分
た
ち
だ
け
」

と
い
う
考
え
方
は
ど
ん
ど
ん
遅

れ
て
い
く
と
私
は
思
う
。
３
点

の
提
案
と
し
て

①　

日
本
版
Ｄ
М
Ｏ
の
取
得
。

②　

語
学
教
育
の
充
実
、
長
期

　
　

海
外
留
学
の
支
援
。

③　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
に
対

　
　

応
で
き
る
人
材
育
成
。

行
政
が
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
と
強
く
感
じ
た
。

 

郷
土
料
理
・
ご
当
地 

 

グ
ル
メ
の
推
進
は

質
問　

湯
田
中
渋
温
泉
郷
は
日

本
の
温
泉
１
０
０
選
で
、
魅
力

度
と
し
て
の
郷
土
料
理
・
ご
当

地
グ
ル
メ
部
門
で
は
１
０
０
番

中
80
番
で
あ
る
。
郷
土
料
理
を

提
供
す
る
取
り
組
み
を
強
化
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

美
味
し
い
料
理
の
提
供

を
観
光
連
盟
の
皆
さ
ま
に
要
請

し
、
と
も
に
頑
張
っ
て
い
く
。

豪州訪問の参加者の概要は

郷土食の底力　賑わう須賀川そばまつり（10/29～30）

悔しさに耐え、涙を
抑え努力の積み重ね。
今年は前進あるのみ
の卯年「新しい景色」
が見れることを期待
したい
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質
問

徳竹栄子のつぶやき

徳
と く

竹
た け

 栄
え い

子
こ

質
問

反
問
に
対
す
る
答
弁

質
問

町
長

観
光
商
工
課
長

観
光
商
工
課
長

町
長

※２　日本版ＤＭＯ：地域
の多様な関係者を巻き込み
つつ科学的アプローチを取
り入れた観光地域づくりを
行う舵取り役となる法人。

※
２

※１

※１　豪州（オーストラリ
ア）訪問：10/29 ～ 11/4
の日程で、県知事と在豪大
使や日本総領事、豪政府
関係者との懇談。JNTO・
JETRO のシドニー事務所
などの官公庁、日本旅行、
JTB の現地法人などと意
見交換。県主催の観光セミ
ナーで当町の PRや町独自
で現地旅行事業者との懇談
を行った。 反

問

質
問

町長―観光庁事業に採択された市町村・観光団体



一般質問

 

家
庭
に
お
け
る 

 

水
道
料
金
の
減
免
を

質
問　

食
料
品
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
物
価
が
高
騰
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
公
共
料
金
ま
で
も
が

値
上
が
り
し
、
町
民
の
生
活
が

大
変
苦
し
く
な
っ
て
い
て
改
善

さ
れ
る
見
通
し
は
つ
い
て
い
な

い
。
家
庭
に
お
け
る
水
道
料
金

の
減
免
支
援
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長　

諸
物
価
高
騰
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、
冬
場
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
全
て
の
世
帯
に
燃

料
代
の
支
援
を
行
っ
た
。
諸
物

価
の
高
騰
は
水
道
事
業
に
も
支

障
を
き
た
し
て
い
る
が
、
値
上

げ
せ
ず
何
と
か
今
の
中
で
水
道

事
業
会
計
も
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

全
国
で
も
多
く
の
自
治

体
が
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

子どもたちが多様
化した思いに沿っ
て成長し、魅力あ
る個性が育まれる
といいなぁ

水
道
料
金
の
減
免
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が

町
長
―
水
道
事
業
も
物
価
高
騰
で
大
変
、
値
上
げ
せ
ず
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
諸
物
価
高
騰
対
策
の

一
環
と
し
て
水
道
料
金
の
減
免

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
県
内
の

自
治
体
で
も
基
本
料
金
を
２
～

４
か
月
分
減
免
す
る
支
援
が
多

い
。
当
町
で
も
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　

諸
物
価
高
騰

に
よ
り
家
計
に
負
担
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て

い
る
。
水
道
事
業
の
経
営
に
も

物
価
高
騰
は
影
響
し
て
お
り
、

本
議
会
で
も
増
額
補
正
を
上
程

し
て
い
る
。
仮
に
減
免
す
る
と

す
れ
ば
、
基
本
料
金
の
み
だ
と

約
１
５
０
０
万
円
、
従
量
料
金

も
含
め
る
と
約
５
０
０
０
万
円

に
も
の
ぼ
り
、
現
在
の
経
営
状

況
か
ら
は
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
今
後
も
情
勢
を
見
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く
。

 

い
じ
め
、不
登
校
問
題 

 

に
対
す
る
対
応
は

質
問　

最
近
新
聞
で
「
小
中
の

不
登
校 

大
幅
増
」「
教
員 

拾

い
切
れ
ぬ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」「
発
達
障

害
の
子 

最
多
更
新
」「
ネ
ッ
ト

い
じ
め
２
万
件
超
」「
学
び
の

場 

多
様
な
選
択
肢
を
」「
若
者

の
居
場
所
を
守
り
た
い
」
な
ど

な
ど
大
変
気
に
な
る
報
道
が
多

い
。

　

当
町
に
お
け
る
小
中
学
校
で

の
い
じ
め
や
不
登
校
は
少
な
か

ら
ず
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
改
善
に
向
け
て

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
長　

い
じ
め
の
場
合
に
は

担
任
な
り
状
況
に
よ
っ
て
は
教

頭
、
校
長
ま
で
加
わ
り
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、

ま
た
、
保
護
者
へ
連
絡
し
て
解

決
す
る
。
さ
ら
に
は
支
援
員
、

相
談
員
、
養
護
教
員
な
ど
状
況

に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
。

質
問　

い
じ
め
や
不
登
校
は
そ

の
子
の
一
生
が
左
右
さ
れ
る
問

題
に
な
り
か
ね
な
い
。
で
き
る

だ
け
早
い
う
ち
に
温
か
く
見
守

り
、
一
日
も
早
く
健
全
に
発
達

し
、
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
あ

ら
ゆ
る
支
援
の
策
を
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

町
長　

子
ど
も
た
ち
の
大
き
な

可
能
性
の
芽
を
摘
む
こ
と
の
な

い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か

り
と
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
た

り
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

不登校の増加が大きく報道されている

質
問
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建
設
水
道
課
長

西　宗亮のつぶやき

西
に し

　 宗
そ う

 亮
す け

質
問

質
問

質
問

町
長

教
育
長

町
長



一般質問

質
問　

３
年
間
の
有
害
鳥
獣
被

害
と
捕
獲
数
の
関
係
は
。

農
林
課
長　

捕
獲
数
は
年
に
よ

り
変
動
す
る
。
特
に
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
は
、
幼
獣
か
ら
成
獣
に
な

る
時
期
に
波
が
あ
る
た
め
変
動

す
る
。

　

ま
た
、
二
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲

頭
数
が
こ
こ
に
き
て
増
え
て
い

る
。
な
お
、
今
後
、
捕
獲
が
増

大
す
る
と
い
う
の
は
難
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
狩
猟
者

の
高
齢
化
等
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

被
害
と
電
気
柵
の
関
係

は
。

農
林
課
長　

捕
獲
お
よ
び
電
気

柵
設
置
箇
所
も
増
加
し
て
お
り
、

被
害
と
目
撃
も
減
少
傾
向
に
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
も
、
引
き

続
き
電
気
柵
と
捕
獲
を
す
す
め

て
い
く
。

質
問　

イ
ノ
シ
シ
も
含
め
、
二

ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
域
は
か
な
り

広
範
囲
に
拡
大
し
て
い
る
と
思

う
。
な
お
、
シ
カ
は
、
樹
木
や

植
物
を
育
む
森
林
に
被
害
を
与

え
、
環
境
に
も
重
大
な
影
響
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
森
林
管
理

署
や
森
林
組
合
な
ど
と
連
携
し

た
施
策
は
ど
の
よ
う
に
す
す
め

ら
れ
る
の
か
。

農
林
課
長　

現
在
、
森
林
管
理

署
、
森
林
組
合
と
の
協
議
は
し

て
い
な
い
。
国
立
公
園
内
に
も

入
っ
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う

に
捕
獲
等
を
す
す
め
て
い
く
か
、

課
題
に
な
る
と
思
う
。

　

な
お
、
シ
カ
は
狩
猟
期
に
な

る
と
奥
山
に
移
動
し
、
春
に
な

る
と
里
山
に
下
り
て
く
る
と
い

う
こ
と
を
信
大
の
研
究
結
果
と

し
て
聞
い
て
お
り
、
今
後
、
捕

獲
は
重
要
な
検
討
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。

質
問　

シ
カ
の
里
山
で
の
駆
除

策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
す

す
め
る
予
定
か
。

農
林
課
長　

夏
場
は
わ
な
捕
獲

が
中
心
。
し
か
し
、
く
く
り
わ

な
に
つ
い
て
は
ク
マ
の
錯
誤
捕

獲
と
い
う
現
実
も
あ
り
、
ク
マ

を
捕
獲
し
な
い
よ
う
な
、
わ
な

の
普
及
を
今
後
考
え
た
い
。

　

な
お
、
冬
場
に
関
し
て
は
猟

友
会
の
協
力
を
得
て
、
山
間
で

の
巻
狩
り
を
今
年
も
す
す
め
た

い
。

質
問　

捕
獲
・
駆
除
し
た
獣
の

ジ
ビ
エ
活
用
は
。

農
林
課
長　

今
後
、
先
進
地
を

参
考
に
調
査
研
究
し
た
い
。

電
気
柵
の
維
持
管
理
は

質
問　

電
気
柵
の
維
持
管
理
経

費
と
そ
の
補
助
は
。

農
林
課
長　

冬
場
、
電
気
柵
に

電
気
を
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

少
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
電
気

料
は
年
額
、
約
３
万
円
と
聞
い

て
い
る
。

　

な
お
、
維
持
管
理
に
係
る
補

助
は
、
申
請
さ
れ
た
場
合
に
対

応
。

質
問　

電
気
柵
に
係
る
電
源
を

地
中
の
水
分
や
雑
草
か
ら
確
保

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
在
、

研
究
段
階
だ
が
把
握
さ
れ
て
い

る
か
。

農
林
課
長　

現
在
、
そ
の
情
報

は
把
握
し
て
い
な
い
。
機
会
が

あ
れ
ば
勉
強
し
た
い
。

有害鳥獣捕獲とその有効利用は
農林課長―さまざまな理由で、今後、捕獲数の増大は難しい

冬季も稼働している上条地区の電気柵（12月下旬撮影）

今年の干支は「う
さぎ」。令和５年
は時には跳躍し、
時には確実に１歩、
１歩すすみたい
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質
問

質
問

質
問

塚田一男のつぶやき

塚
つ か だ

田 一
か ず お

男

農
林
課
長

農
林
課
長

農
林
課
長

質
問

質
問

質
問

質
問

農
林
課
長

農
林
課
長

農
林
課
長

農
林
課
長

※巻狩り：大勢で一
斉に獲物を追い込む
狩り。

※
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陳情・発委・全員協議会

議会全員協議会

請願・陳情請願・陳情皆さんからの皆さんからの

議会側からの議会側からの

受理番号 件　　　名 陳　情　者 採決結果

陳情第８号 免税軽油制度の継続を求める陳情書 一般社団法人�志賀高原索道協会
　　　　　　　　　代表理事　若林　陽一

採　択
全会一致

陳情第９号 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処
遇改善を求める陳情書

長野県医療労働組合連合会
　　　　　　　　執行委員長　小林　吟子

採　択
全会一致

陳情第10号 免税軽油制度の継続を求める陳情書

㈱マックアース　Ｘ‐JAM高井富士　
　　　　　　　代表取締役　一ノ本　達己
㈱マックアース�よませ温泉スキー場　
　　　　　　　代表取締役　一ノ本　達己
㈱北志賀竜王　
　　　　　　　　代表取締役　西口　昌司
北志賀藤田観光㈱
　　　　　　　代表取締役　藤田　健太郎

採　択
（みなし）

陳情第11号
要介護１,２の人の生活援助等の介護保険給付を
市町村の総合事業に移行すること等についての
意見書提出に関する要望書

公益社団法人　認知症の人と家族の会
　　　　長野県支部代表理事　鈴木　森夫
　　　　長野県支部代表　　　伝田　景光

採　択
全会一致

陳情第12号 空き家対策の推進に関する陳情書
湯田中区空き家対策協議会
　　　　会長（湯田中区長）　宮崎　幸雄
一般財団法人　共益会
　　　　　　　　　理事長　高木　幸一郎

継続審査

陳情第13号
「冤罪被害者を一刻も早く救済するために再審
制度の速やかな改正を求める意見書」提出に関
する陳情書

日本国民救援会　長野県本部
　　　　　　　　中高支部長　土屋　信行

採　択
全会一致

件　　　名 提　出　者 採決結果

発委第７号 議会の議員の期末手当に関する条例の一部改正 議 会 運 営 委 員 会 可　決
全会一致

発委第８号 免税軽油制度の継続を求める意見書の提出 総務産業常任委員会 可　決
全会一致

発委第９号 安全・安心の医療・介護実現のための人員増と処遇改善を求める意見
書の提出 社会文教常任委員会 可　決

全会一致

発委第10号 第９期介護保険制度改正に関する意見書の提出 社会文教常任委員会 可　決
全会一致

発委第11号「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書の提出 社会文教常任委員会 可　決
全会一致

発委第12号 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の制定 議 会 運 営 委 員 会 可　決
全会一致

発委第13号 特別職の職員の給与に関する条例及び特別職の職員の旅費または費用
弁償に関する条例の一部改正 議 会 運 営 委 員 会 可　決

全会一致

発委・発議発委・発議

第 13 回（10 月 21 日）
�（1）執行機関側からの提出案件
　①令和4年度10月の緊急補正対応について
�（2）議会側からの提出案件
　①4年度議会報告会について
　②議会の個人情報の保護に関する条例等の制定につ
　　いて
　③議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
　　の制定について
　④議員の期末手当条例改正について

第 14 回（11 月 25 日）
�（1）執行機関側からの提出案件
　①4年人事院勧告に係る給与条例の改正について
　②組織機構の見直しについて

第 15 回（11 月 30 日）
�（1）執行機関側からの提出案件
　①第６次総合計画前期基本計画における指標の進捗
　　管理について
　②第２期山ノ内町まち・ひと・しごと創生総合戦略
　　の進捗管理および改定について
　③実施計画（令和５～７年度）について
　④町立小学校統合準備の状況について
�（2）議会側からの提出案件
　①管外視察の実施状況について
　②議会報告会について

第 16 回（12 月 16 日）
�（1）執行機関側からの提出案件
　①企業版ふるさと納税に係る地域再生計画について
�（2）議会側からの提出案件
　①議会・議員活動量調査の結果について
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第16回 議会報告会第16回 議会報告会
誌上議会報告誌上議会報告

　平成 19 年度以来、13 回にわたって町内 5 会場で開催してきました議会報告会ですが、令和 4 年
度につきましては、令和２および 3 年度同様に「議会だより」誌面上での開催とさせていただきます。
　①予算・決算に対する審査意見に町側がどう対応しているか ②管外視察報告 ③各種参考資料を掲載
　　しています（37 ～ 43 ページ）。
　議会報告会は広く町民の皆様に議会活動を知っていただき、ご意見・ご要望をお聞き
し、今後の議会活動に反映させていくことを目的としています。「開かれた議会」を目
指す上で貴重な機会になると考えています（より詳しい議会報告会報告書については右
のＱＲコードまたは以下のＵＲＬからご覧いただくことができます）。
　　　　　　　　　　　　　　 http://www.town.yamanouchi.nagano.jp/gikai/hokokukai.html

≪アンケートのお願い≫
　今号にはアンケートを別紙で添えさせていただきましたので、議会報告会のご感想やご意見・
ご要望を下記の方法にてお寄せいただきたいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。
　〇ファックスで 33-4355
　〇文化センター、よませ・ほなみ・すがかわふれあいセンターの郵便受けに投函
　〇最寄りの議員に届ける
　〇役場議会事務局に届ける
　〇メールで送信する　gikai@touwn.yamanouchi.lg.jp

検索山ノ内議会報告会

第13回議会報告会風景（南部会場）左：全体での報告　右：グループディスカッション
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令
和
2
年
度
決
算
・
3
年
度
予
算
審
査
に

お
け
る
部
会
意
見
に
対
す
る
現
況
報
告
（抜粋）

　

総
務
課

意
見
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
、
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
つ
と
め
る
こ
と
。

対
応
：
現
在
７
人
の
協
力
隊
員

が
複
数
の
課
に
所
属
。
隊
員
お

よ
び
配
属
先
の
担
当
係
長
を
交

え
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
隊
員
の

み
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
隔
月
で

実
施
。隊
員
同
士
の
活
動
連
携
や

交
流
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

意
見
：
地
域
公
共
交
通
を
維
持

す
る
た
め
利
用
促
進
を
は
か
る

と
と
も
に
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
ふ

ま
え
た
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

対
応
：
楽
ち
ん
バ
ス
に
関
し
て

は
、
意
識
調
査
や
広
報
に
注
力

し
、
住
民
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
ダ
イ
ヤ
改
正
や
ル
ー
ト
変

更
を
実
施
。
現
在
は
中
野
市
と

地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
を

設
立
し
て
、
相
互
乗
り
入
れ
も

含
め
て
協
議
し
て
い
く
。

　

観
光
商
工
課

意
見
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
支
援
事
業
は
、
関

係
者
へ
の
周
知
に
つ
と
め
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
。

対
応
：
飲
食
店
や
観
光
団
体
へ

の
支
援
の
他
、
宿
泊
促
進
ク
ー

ポ
ン
券
事
業
や
索
道
事
業
者
へ

の
負
担
軽
減
、
県
・
町
制
度
資

金
に
か
か
る
保
証
料
・
利
子
補

給
事
業
な
ど
令
和
３
年
度
で

総
額
２
億
５
０
０
０
万
円
以

上
を
支
援
。
令
和
４
年
度
も

１
億
２
６
０
０
万
円
以
上
の
支

援
を
し
て
い
く
。

　

農
林
課

意
見
：
有
害
鳥
獣
被
害
の
減
少

に
向
け
、
対
策
室
を
設
置
し
効

果
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

対
応
：
対
策
室
は
現
段
階
で
は

難
し
い
状
況
だ
が
、
現
在
２
人

体
制
で
の
対
応
。
６
～
11
月
の

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
檻
の
設

置
、
集
団
電
気
柵
の
原
材
料
支

給
・
維
持
管
理
補
助
や
個
人
電

気
柵
へ
の
購
入
補
助
な
ど
一
定

の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

建
設
水
道
課

意
見
：
老
朽
化
し
た
危
険
な
廃

屋
解
消
に
向
け
、
根
本
的
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

対
応
：
令
和
３
年
12
月
に
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
、
緊
急
安
全
措
置
な

ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
4
年
度
か
ら
老
朽
危
険
空

家
所
有
者
の
自
発
的
な
除
却
を

促
す
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　

健
康
福
祉
課

意
見
：
結
婚
活
動
応
援
事
業
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
イ
デ

ア
を
活
用
し
成
果
が
上
が
る
よ

う
つ
と
め
る
こ
と
。

対
応
：
結
婚
活
動
応
援
事
業
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
。

相
談
員
を
配
置
し
て
結
婚
相
談

所
の
開
設
、
共
同
体
験
型
イ
ベ

ン
ト
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
設
。

な
が
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
導
入
等
に
よ
り
出
会
い
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。
令
和
３
年

度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
や

小
規
模
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
移
住

婚
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

　

消
防
課

意
見
：
消
防
団
の
再
編
に
向
け

て
は
、
地
域
の
意
見
を
十
分
聞

き
な
が
ら
す
す
め
る
こ
と
。

対
応
：
消
防
団
の
再
編
は
、
令

和
２
年
度
に
検
討
を
始
め
、
再

編
案
を
作
成
し
区
長
会
や
消
防

防
災
委
員
会
で
の
説
明
、
各
地

区
等
か
ら
持
ち
寄
っ
た
意
見
を

も
と
に
団
幹
部
会
で
検
討
を
重

ね
、
東
部
・
南
部
分
団
は
、
現

状
の
部
を
区
ご
と
に
統
合
。
西

部
分
団
の
再
編
は
継
続
検
討
と

し
、
北
部
分
団
は
現
状
維
持
と

し
た
。
3
年
度
を
調
整
期
間
と

し
て
、
令
和
４
年
４
月
１
日
よ

り
運
用
を
開
始
し
た
。
な
お
、

消
防
力
は
再
編
後
も
維
持
し
て

い
る
。

　

教
育
委
員
会

意
見
：
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

は
、
課
題
を
明
確
に
し
て
す
す

め
る
こ
と
。

対
応
：
令
和
４
年
４
月
22
日
に

設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
ま
で
４
回
の
会
議
を
開
催
。

町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
や
課
題
、

ク
ラ
ブ
の
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
検
討
し
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
作
成
等
も
す
す
め
て
い

く
。
ま
た
、
子
ど
も
・
保
護
者

に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
あ

そ
び
に
関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
企

画
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
通
じ

て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
周
知
を
は
か
る
。

意
見
：
子
育
て
期
か
ら
義
務
教

育
終
了
ま
で
の
教
育
理
念
の
作

成
を
早
急
に
す
す
め
る
こ
と
。

対
応
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の

切
れ
目
の
な
い
連
携
は
重
要
。

第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標

・
各
施
策
を
ふ
ま
え
、
令
和
５

年
度
か
ら
の
第
２
次
山
ノ
内
町

教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
の
中

で
も
協
議
を
す
す
め
る
。

総
　
務
　
課

農
　
林
　
課

建
設
水
道
課

観
光
商
工
課

健
康
福
祉
課

教
育
委
員
会

消
　
防
　
課

総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会

集団電柵の撤去作業（須賀川地区）
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●観光の状況
観光入り込み客数および観光消費額の推移　（百人、百万円）

※平成２年志賀高原客数および消費額は、北志賀高原客数および消費額を含む。

●ふるさと納税額の状況 上段：寄附件数　下段：寄附金額(円)

※令和４年４月１日～12月31日分

●地域おこし協力隊の委嘱状況

入り込み
客数合計

外国人
宿泊者数

観光消費
総額

志賀高原 北志賀高原 湯田中渋温泉郷

入り込み
客数

観光
消費額

入り込み
客数

観光
消費額

入り込み
客数

観光
消費額

平成 2 年 98,500 ー 53,225 76,151 40,554 ー ー 22,349 12,671

7 年 87,062 ー 46,386 48,249 25,584 19,910 9,769 18,903 11,033

12 年 65,543 17 34,381 36,233 19,374 14,464 6,473 14,846 8,534

17 年 51,764 43 28,781 27,534 15,894 10,591 4,646 13,639 8,241

22 年 44,594 272 24,578 23,506 13,382 9,032 3,896 12,056 7,300

令和元年 43,188 1,026 23,491 22,415 12,618 9,463 4,057 11,310 6,816

2 年 30,020 451 16,840 17,756 10,266 5,064 2,238 7,200 4,336

3 年 24,933 21 13,901 14,368 8,096 3,542 1,541 7,023 4,264

分　　野 R2 R3 R4 ※

①ふるさとに錦を飾る応援貨（町におまかせ）
3,607 2,751 2,357

145,038,000 123,757,000 121,243,000

②ユネスコエコパーク応援貨（環境・自然保護）
1,915 2,143 1,770

99,026,000 133,521,000 122,203,000

③ふるさとの親孝行応援貨（福祉・健康）
373 374 266

10,169,000 12,707,000 11,475,000

④夢・ワンパクこども応援貨（子育て・教育）
1,783 1,729 1,392

54,035,000 66,522,000 62,011,000

合　　計
7,678 6,997 5,785

308,268,000 336,507,000 316,932,000

配属先 人数 活動内容

観光商工課　観光商工係 1 観光振興に関する活動
湯田中駅ガイドセンターにて観光案内および町の魅力発信

農林課　農業振興係 3 農作業、農産物の情報発信、農作業研修

健康福祉課　福祉係
（社会福祉協議会） 1 地域福祉センター結婚相談所勤務

総務課　企画係 1 山ノ内町広報担当、広報やまのうち」や町公式ホームページの充実

教育委員会　スポーツ係 1 スポーツ活動を通じて、誰もが参加しやすくスポーツに親しむこと
ができる環境づくりに関する活動
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日
光
市
は
平
成
18
年
に
今
市
市
、

旧
日
光
市
、
藤
原
町
、
足
尾
町
、

栗
山
村
の
５
市
町
村
が
合
併
し
、

日
光
市
と
な
り
、
市
の
総
面
積
は

１
４
５
０
㎢
で
、
全
国
で
も
３
番

目
に
大
き
い
広
さ
の
市
で
す
。
今

回
こ
ち
ら
を
視
察
地
と
し
た
の
は
、

人
口
は
山
ノ
内
の
６
倍
強
、
面
積

は
５
・
５
倍
で
規
模
の
差
こ
そ
あ

り
ま
す
が
、
９
割
近
く
を
山
林
が

占
め
、
観
光
と
農
業
が
２
大
産
業
、

そ
し
て
当
町
と
同
じ
よ
う
な
割
合

で
人
口
減
少
し
て
い
る
な
ど
の
共

通
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
視
察
先

と
し
て
選
び
ま
し
た
。
ま
た
、
世

界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
日
光
東
照

宮
を
初
め
と
し
て
、
鬼
怒
川
温
泉

や
中
禅
寺
湖
な
ど
、
多
く
の
観
光

資
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
共
通

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
光
市
は
観
光
誘

客
や
移
住
定
住
を
目
的
と
し
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
個
々
で
一

時
的
な
話
題
化
の
た
め
の
施
策
は

多
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
日
光
市
の
価
値
や
コ
ン
セ
プ

ト
を
統
一
し
な
い
ま
ま
バ
ラ
バ
ラ

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い

た
の
を
、
一
つ
の
長
期
的
な
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
を
展
開
す
る
た
め
に
、

「N
e

w
 D

a
y,N

e
w

 Lig
h

t

」
と

い
う
統
一
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
作

っ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
化
さ
れ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
ま
し
た
。

分
か
り
や
す
い
こ
と
や
継
続
す
る

こ
と
で
記
憶
に
蓄
積
さ
れ
る
と
い

う
意
味
で
、
一
定
の
効
果
が
得
ら

れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

交
通
空
白
地
帯
を
な
く
す
た
め

に
、
出
発
す
る
１
時
間
前
ま
で
に

連
絡
す
る
と
自
宅
付
近
に
来
て
く

れ
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
運
行
し
て

い
ま
す
。
路
線
バ
ス
の
利
用
者

が
減
り
、
利
用
者
一
人

当
た
り
の
補
助
金
額
が

多
く
な
っ
た
た
め
、
市

営
バ
ス
路
線
を
デ
マ
ン

ド
型
交
通
に
切
り
替
え

ま
し
た
。
市
営
バ
ス
の

時
と
比
べ
て
経
費
の
削

減
は
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

利
用
者
は
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。
現
在
、
利

用
者
増
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
光
市
に
お
け
る
観
光
の
課
題

と
し
て
は
、
日
帰
り
と
宿
泊
に
大

き
な
差
が
あ
る
こ
と
、
観
光
消
費

額
が
少
な
い
こ
と
、
繁
閑
差
が
大

き
い
こ
と
、
そ
し
て
渋
滞
な
ど
交

通
量
の
偏
り
が
大
き
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
で
外
部
の
専
門
機
関
な
ど
も
使

っ
て
、
課
題
解
決
に
向
け
て
７
つ

の
取
り
組
み
を
明
確
に
し
て
、
そ

れ
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
作
る
な
ど
、
大
き
な
誘
客
戦
略

を
軸
に
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
が
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
細
分
化
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
ご
と
に
対
策
も
立
て
て
い
ま
し

た
。

　10 月 31 日（月）、11 月 1 日（火）と管外視察研
修を行いました。今回、視察先としてコロナ禍というこ
ともあり、複数回るのではなく、日光市１か所に絞りま
した。

総務産業常任委員会

先 進 地  に 学 ぶ
栃
木
県
　
日
光
市

秘
書
広
報
課
　

シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
係

都
市
計
画
課

　
交
通
政
策
係

観
光
課

誌上議会報告会

３年ぶりに実施
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先 進 地  に 学 ぶ　11 月 17 日（木）、18 日（金）と管外視察研修を行
いました。今回、視察先として、婚活・食育・小中一貫
教育・子育てをテーマに、新潟県の３市を選定しました。
　

管外研修視察管外研修視察

　

平
成
21
年
９
月
か
ら
市
の
単
独

事
業
と
し
て
、（
一
財
）
小
千
谷

市
産
業
開
発
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
、「
め
ぐ
り
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
事
業
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
職
員
を
２
人
配
置
し

て
、「
お
世
話
志
隊
」
を
結
成
し
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ッ
チ
ン
グ
・

男
女
別
の
事
前
セ
ミ
ナ
ー
や
、
趣

味
の
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

成
婚
カ
ッ
プ
ル
へ
の
サ
ー
ビ
ス

品
や
会
場
な
ど
協
力
を
し
て
い
た

だ
け
る
企
業
や
団
体
・
サ
ポ
ー
タ

ー
を
募
り
、
様
々
な
形
で
婚
活
の

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
点
が
、

今
ま
で
の
婚
活
と
は
一
味
違
う
点

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
員
登
録
は
１
年
間
で

更
新
も
可
能
。
入
会
金
や
登
録
料
、

お
見
合
い
料
と
い
っ
た
費
用
は
無

料
で
、
今
ま
で
の
膨
大
な
デ
ー
タ

と
経
験
を
元
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
お
見
合
い
相
手
を
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
お
り
、
企
画
力
や
行
動

力
の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今

ま
で
に
延
べ
３
６
０
回
の
お
見
合

い
を
実
施
。
57
組
が
成
婚
、
11
組

が
交
際
中
で
、
少
な
く
と
も
41
人

の
お
子
様
が
誕
生
し
て
い
る
と
の

話
で
し
た
。

　

平
成
20
年
か
ら
教
育
委
員
会
内

に
「
子
育
て
支
援
課
」
を
設
置
し
、

子
ど
も
の
窓
口
を
一
本
化
し
て
、

妊
娠
期
か
ら
出
産
を
経
て
、
青
年

期
の
35
歳
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
実
施
す
る
た
め
、
障
が
い
者

を
含
め
た
相
談
窓
口
を
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
実
現
で
き
る
「
子
ど
も
・

若
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」

体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
飯
給
食
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
小
中
学
校
の
完

全
米
飯
給
食
を
実
施
し
、
市
内
産

の
有
機
栽
培
米
の
導
入
も
行
い
ま

し
た
。
地
産
地
消
に
も
大
い
に
貢

献
し
、
市
か
ら
の
補
助
体
制
も
整

っ
て
お
り
、
安
心
安
全
な
給
食
の

提
供
は
、
見
習
う
べ
き
点
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

ち
び
っ
こ
広
場
（
ま
ち
な
か
絵

本
館
）
は
、
長
岡
駅
か
ら
徒
歩
３

分
の
場
所
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
２
～

３
階
を
借
り
て
運
営
し
て
お
り
、

親
子
が
一
緒
に
遊
べ
る
休
憩
場
所

や
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
数
多
く
の

絵
本
が
配
置
さ
れ
て
い
る
絵
本
館

な
ど
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、
親
子

サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ク

ル
な
ど
自
由
に
活
動
で
き
る
場
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
の
駅
「
て
く
て
く
」
で

は
、
雪
深
く
外
遊
び
が
で
き
な
い

子
ど
も
や
親
の
要
望
に
応
え
る
た

め
、
全
天
候
型
の
屋
内
施
設
を
完

備
し
、
寒
い
冬
で
も
施
設
内
で
の

び
の
び
遊
べ
る
広
い
環
境
と
遊
具

が
魅
力
的
で
し
た
。
施
設
内
で
は

授
乳
室
を
は
じ
め
、
マ
マ
カ
フ
ェ

や
相
談
室
・
交
流
サ
ロ
ン
も
併
設

し
て
お
り
、
多
く
の
利
用
者
が
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
は
新
潟
県
中

越
地
震
の
際
に
、
避
難
所
と
し
て

も
活
用
さ
れ
た
と
伺
い
、
改
め
て

住
民
に
密
接
し
た
施
設
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

婚
活
応
援
　
小
千
谷
市

若
者
総
合
サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
と
完
全
米
飯

給
食
　
三
条
市

ち
び
っ
こ
広
場
・
子
育

て
の
駅
　
長
岡
市

誌上議会報告会
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●町立小学校統合準備の状況

●ＧＩＧＡスクール構想の機器等整備状況

1　町立小学校適正規模および適正配置に係る基本方針（令和４年３月 総合教育会議）

　（１）３小学校の統合位置は中学校敷地とし、統合小学校整備計画の策定および開校年度の決定をす
　　　　る。
　（２）小中連携教育をさらに推進することとし、町の魅力・特色を生かした教育のあり方を検討する。
　（３）統合準備委員会を設置し、課題の検討・整理を行い円滑な統合に向けた準備をすすめる。

2　町立小学校統合準備委員会
　　保護者代表・地域代表・学校教職員等により組織し、12月23日に第１回会議を開催し、整備計画
　　案の検討、専門部会構成・事業などについて協議。

3　統合小学校整備計画
　　基本方針に基づき、目指す学校・子どもの姿などについての基本的な考え方、統合小学校建設整備
　　の基本的な方針、課題などを整理して策定する予定。

4　統合小学校整備計画策定支援業務委託
　　公募型プロポーザル方式により、（株）宮本忠長建築設計事務所に決定（令和4年12月2日）
　　※業務目的：計画策定段階から継続的に設計事業者と共同して取り組み、課題等の整理、企画力・
　　　技術力や経験などを活かした助言・提案等の支援を求めるため。

5　令和４年度以降のスケジュ－ル
　　町立小学校統合準備委員会の開催⇒統合小学校整備計画を策定⇒統合小学校整備実施設計、新築工
　　事⇒各種合同学習・交流事業、記念行事・式典準備⇒議会承認⇒３小学校記念式典⇒３小学校閉校
　　⇒統合小学校開校

事業名 期　間 金　額 内　容

中学校ネットワーク
環境整備 令和４年９～12月 7,790,069円 ネットワーク配線機器交換

PC 端末充電保管庫設置 10 台

小学校 PC 端末配備 令和２年12月 43,231,320円 iPad タブレット端末 421 台　　
東：196 台 　西：137 台　 南：88 台

中学校 PC 端末配備 令和３年１月 24,742,080円 Windows タブレット端末 248 台

小学校 PC 端末充電
保管庫設置 令和３年１月 3,960,000円 15 台（44 台収納用）

4 台（22 台収納用）

小学校ネットワーク
機器整備 令和３年３月 2,024,880円 ネットワーク機器交換（１Gbps 対応）

フィルタリング設定 令和４年３月 1,918,400円 i-FILTER @Cloud GIGA スクール版　
小学校 406 台　中学校 234 台

PC 端末持帰り用
電源コード購入 令和４年６月 1,724,000円 小学校 iPad タブレット 391 本

中学校 Windows タブレット 215 本



編

集

後

記

　
新
年
を
迎
え
、
令
和
５
年
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、

水
際
対
策
が
見
直
さ
れ
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
よ
り
、
ス
キ
ー
場

や
温
泉
地
に
お
い
て
、
多
く
の

外
国
人
が
戻
っ
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
、
特
に
観
光
面
で

は
厳
し
い
状
況
か
ら
の
脱
却
を

願
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
農
業
面
で
、
昨
年
は

台
風
被
害
も
な
く
、
果
樹
、
他

の
農
作
物
と
も
に
順
調
に
生
育

し
、
ま
さ
に
「
実
り
」
の
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
２
月
に
は
町
長
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
、
４

月
に
は
県
議
会
議
員
選
挙
お
よ

び
町
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ

れ
、
今
後
４
年
間
を
託
す
重
要

な
選
挙
で
す
。
有
権
者
の
意
思

を
表
す
機
会
で
す
の
で
、
貴
重

な
一
票
を
投
じ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
が
健

や
か
に
過
ご
さ
れ
、
明
る
く
、

幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
塚
田　
一
男
）
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●令和 4 年度  主な新型コロナ対策の状況
交付対象事業 事業の概要 総事業費

原油高騰対策
支援事業

原油価格高騰に対応するため、福祉灯油券助成の対象となる約 750
世帯を除く、町内約 4,250 世帯を対象に 20,000 円分の灯油・ガソ
リン・軽油等を購入できる燃料券を発行。

8,800

新型コロナ対応
事業者支援
給付金

国の「事業復活支援金」受給者を対象に、町内に事務所・事業所を
設ける法人には 15 万円、個人事業者には 10 万円を給付。
7 月から農業関係者まで拡大。
実績（令和 4 年 9 月 7 日現在）338 件　441 万円

5,900

生活困窮者支援
特別給付金

令和 3 年度の「住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金」の支
給を受け、4 年度においても引続き住民税非課税となった世帯に対し、
世帯員 1 人当たりに 25,000 円を給付。

（支給対象者　約 2,000 人）

5,150

おもてなし
得得クーポン券
事業

町内宿泊施設に宿泊した観光客を対象に、町内の飲食店・小売店・
索道事業所などで利用できるクーポン券（1 冊 2,000 円分）を 500
円で販売。販売業務は観光連盟、事務取扱事業者は商工会とし、町
内の取扱参画事業所で利用可能。（発行部数は 2 万冊）

4,250

観光団体
組織維持支援事業

観光団体が本来会費等を徴収し、事業展開すべきプロモーション等
の実施が困難なことから、町観光連盟に加盟する観光関連団体が行
うコロナ対策・プロモーション経費の補助を実施。

4,000

子育て世帯
物価高騰対応
支援金

原油価格・物価高騰対策として、18 歳以下の児童を養育する世帯を
対象に児童一人当たりに 30,000 円の給付。

（18 歳（高校生）以下の児童　約 1,200 人）
3,846

福祉灯油券助成
原油価格高騰に対応するため、75 歳以上のみの住民税非課税世帯、
重度心身障がい者のいる世帯など約 750 世帯に対し、10 ～ 2 月の
5 か月間、月 5,000 円の灯油助成券を支給。

1,950

（単位：万円）


